
 

 

「 卒業歌 ぴたりと止みて 後は風 」 
                                                                   岩田 由美 

  卒業式最後に歌われた合唱曲「正解」 それぞれの思いがあふれる中

「 よーい はじめ 」 最後の歌詞まで しっかりと心をこめ歌い切った 

卒業生は、満場の拍手の中退場し、それぞれの未来へと旅立っていきま

した。卒業生が去った後の静寂さが、なんとも心に染み入る思いでした。 

 春を感じる暖かな光の中、３月 11日（水）第 69回卒業証書授与式が

挙行されました。ご来賓ご家族、教職員、在校生と、たくさんの人の祝福

の中、卒業生 99名が中学校 3年間、小学校からの義務教育 9年間で

学んだ思いを、式に臨む立派な態度で表してくれました。                 

ひとり一人に手渡される証書授与での返事や表情、記念行事での 

合唱や語りは、この学年がこだわってきたこと、頑張ってきたことが全部

詰まっていました。 卒業生代表佐野楓歩さんの答辞の中で『3月 11日

の東日本大震災、その年に生まれた私たちは命の尊さや大切さを考えて

いきます』と力強く伝えてくれました。  

皆さんの人生はこれからです。私のアドバイスは、先走りし過ぎたり、石

橋を叩き過ぎたり、かえって皆さんの不安を掻き立てるだけかもしれませ

んが、今の自分を精一杯生きる、まず今日一日をまっさらな気持ちで生き

てください。楽しい経験も悲しい経験も時間が経って記憶として思い出す

たび、その記憶は刻々変化し、ますます味わいを深めていきます。その記憶

が未来の自分を支えてくれるのです。あなたを主役とする様々な出会いが

あなたの人生です。自分を信じて、 自分の人生を堂々と生き

てください。     

 1、2年生も下校し、静寂が訪れたグラウンドに夕方になると

風が吹き始めました。きっと旅立つ卒業生の背中を押してくれ

る春風ですね。 新たなステージでの活躍を心から応援してい

ます。卒業おめでとう。 

これまでいろいろな場面で、子どもたちを支え応援していただいたご家族や

地域の方々に感謝いたします。ありがとうございました。 

  

 

 

 

 

        【学校教育目標】豊かな心を持つ生徒、自ら学ぶ生徒、たくましい体を持つ生徒        

                           

 

 

 

 

克 己 自 問 

 ２０２６・３・２４発行 発行者：校長 今津 義弘 

小中一貫校南アルプス市立甲西中学校だより 



 令和７年度 最終 学校の様子 

（伝統の応援を引き継ぐ・３年生を激励する会） 
３月１０日（火）卒業式前日、1.2 年生から今まで甲西中を引っ張ってく

れた3年生に、感謝と激励の気持ちを伝える会「３年生を激励する会」が開

かれました。生徒会役員からの感謝の言葉と、１．2 年生の新応援団による

エールが送られました。在校生の応援は、ういういしさとまだ少しぎこちなさ

もありましたが、一生懸命な気持ちがよく伝わりました。最後は３年生から

下級生に応援が返され「甲西中学校を頼んだぞ！」という思いが託されまし

た。伝統の応援と甲西魂を引き継ぎ甲西中はこれからも頑張っていきます！ 

（次のスタートに向けて） 
3年生が卒業した学校は、来年度新入生が入学するまで 2学年（1年生と 2年生）での生活になりま

すが、やはりちょっと静かで寂しい感じがします。でもそれぞれ次のスタートに向けて動き出しています。 

◎2年生は「先輩から学ぶ会」を行い、卒業生から直接、3年生として大切なこと、進路選択、受験勉強で

の思いなど実体験を踏まえた話を聞きました。先生の話とはまた違った身近な

人からのアドバイスに、みんな真剣な表情で聞いていました。その顔からは 

最高学年になる覚悟がうかがえましたよ。 

◎1 年生のクラスでは、1 年間一緒に頑張ってきたクラスメートへのメッセージ

を作成していました。今のクラスもあと数日。改めて友達への感謝や思いを伝え

ていました。（そんな中 1年生の廊下には、すでに 2年後の受験に向

けてのメッセージが！・・・） 

◎国語の授業で書いた生徒の作文を紹介します。心が温まる素晴ら

しい内容です。 

 『僕たち人間にはひとり一人に価値がある。自分は初めて自分の価

値というのを見つけた。ある日父に、自分はどれくらいの値段だろう？と聞いたところ、父は「お前たちひと

り一人に値段なんかない。生きているだけでみんな価値がある」と言われた。その話を聞いて少し心が温

まった。僕たちには大切な命がある。その命はお金で買えるようなものではない。生きている今が一番 

大切で価値のあることだと改めて思った。これからも命を大切にして、しっかりと自分の道を歩んでいきた

いと思った。』 

（おまけ・・・甲西ＰＲＩＤＥをかけた戦い！） 

  先日の放課後、甲西中教職員が各学年のＰＲＩＤＥをかけて、ソフトバレー  

大会を行い、４チーム（１・２・３年・教務）の総当たりで戦いました。懇親が目的

でしたが、甲西中の先生方は負けず嫌いが多いため、いつの間にか真剣勝負の

試合いに。決勝は１年生チーム対教務チーム。最後は１年生チームが齊藤裕介

先生のサービスエースで優勝を勝ち取りました！（悔しいー） 各チームこの 

チームワークを生かし、これからも生徒のために頑張っていきましょう！ 

 

 

 

 

今号で令和７年度の学校だよりは終了です。 本当にありがとうございました。        

これからも甲西中学校へのご支援、ご協力をお願いいたします。                   

令和 7 年度 甲西中学校教職員一同          

～ 甲西の 桜に誓う 別れかな ～  （才能あり？・・・・・） 


